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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　⑦ ─

　　芳井町立図書館

　
岡
山
県
南
西
部
に
、
縦
長
く
南
北
に
伸
び
た
芳

井
町
は
、
天
神
峡
を
は
じ
め
と
し
た
、
美
し
い
自

然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
町
で
す
。

　
芳
井
町
立
図
書
館
は
、
平
成
八
年
三
月
一
日
、

町
が
、
住
民
の
生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設

と
し
て
、
こ
の
町
の
ほ
ぼ
南
端
に
建
設
し
た
芳
井

町
民
会
館
に
併
設
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
二
階
建
の
建
物
の
西
側
部
分
が
図
書
館
で
、
一

階
は
幼
児
・
児
童
主
体
、
二
階
は
一
般
対
象
の
こ

じ
ん
ま
り
し
た
感
じ
の
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
ぐ
北
に
は
、
芳
井
町
役
場
・
歴
史
民
族
資
料

館
・
中
央
公
民
館
・
芳
井
小
・
中
学
校
等
の
主
要

な
施
設
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
周
囲
の
環
境
か
ら
言
え
ば
、
図

書
館
と
し
て
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
利
用
者
の
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
町
の
南
三
分
の
一
に
住
む
町
民
で
占
め

ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
又
、
併
設
館
な

ら
で
は
の
活
動
も
、
漸
次
、
試
み
中
で

す
。

　
所
在
地
　
〒
七
一
四
│
二
一
一
一

　
　
　
　
　
後
月
郡
芳
井
町
吉
井
四
〇
五
八
│
一

　
電
　
話
　（
〇
八
六
六
）七
二
│
一
七
〇
〇

　
蔵
書
冊
数
　
約
二
万
三
千
冊

　
貸
出
冊
数
　
約
二
万
一
千
冊

　
（
町
民
一
人
当
た
り
　
約
三
、
二
冊
）
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高
速
道
路
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が

残
念
で
す
。
こ
の
点
で
は
、
今
後
県
内

の
図
書
館
が
、
管
内
の
小
・
中
学
校
と

の
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
拠

点
と
な
り
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
へ
の
相

互
乗
り
入
れ
が
可
能
に
な
る
よ
う
努
力

を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
も
、
真
に
県
民

が
高
速
通
信
網
の
真
価
を
享
受
す
る
た

め
に
は
、
県
内
に
お
い
て
は
県
立
図
書

館
が
、
市
町
村
に
お
い
て
は
市
町
村
立

図
書
館
が
、
『
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
具
体
的
に
は
、
地
方
振
興
局
か
ら
の

専
用
線
引
込
み
、
市
町
村
の
郷
土
資
料

　
県
立
図
書
館
の
基
本
構
想
の
答
申
が

ま
と
め
ら
れ
、
新
県
立
図
書
館
は
、
県

民
の
ニ
ー
ズ
と
時
代
の
変
化
に
適
切
に

対
応
し
な
が
ら
県
民
の
自
主
的
な
学

習
・
文
化
・
余
暇
活
動
を
支
援
す
る
、

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
「
基
本
的
性
格

に
つ
い
て
」
の
中
で
、
『
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書
館
』
と
い
う
位

置
付
け
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
岡
山
県
の
重
要
施
策
で
あ
る

と
こ
ろ
の
「
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構

想
実
現
」
に
お
け
る
重
要
な
情
報
発
信

基
地
と
し
て
、
図
書
館
が
大
き
な
期
待

を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
、

下
の
図
の
よ
う
に
十
月
か
ら
県
内
各
地

方
振
興
局
及
び
県
立
高
等
学
校
等
を
結

び
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
働
の
第
二
段
階

に
入
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
十
月
中

旬
に
は
、
所
蔵
図
書
検
索
機
能
を
提
供

で
き
る
見
通
し
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て

い
る
個
人
及
び
団
体
は
、
来
館
す
る
こ

の
電
子
化
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
図
書
館
便

り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
、
住
民
参
加
型

の
掲
示
板
機
能
の
確
立
等
、
各
市
町
村

に
お
い
て
も
「
来
館
者
中
心
の
サ
ー
ビ

ス
形
態
」
に
加
え
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
形
態
の
模
索
を

開
始
す
る
時
期
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
県
内
く
ま
な
く
張
り
巡
ら
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
な
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
図

書
館
と
し
て
の
『
機
能
』
が
、
急
激
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
新

し
い
う
ね
り
」
を
傍
観
し
、
世
の
中
の

動
向
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
、
な
ん

の
「
変
化
」
も
望
め
な
い
の
も
事
実
で

す
。

　
平
成
十
年
十
月
と
い
う
こ
の
「
変
化

の
時
」
を
契
機
と
し
て
、
今
後
の
「
県

内
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
考
え
始
め
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
た
め
の
た
た
き
台
と
し
て
、
岡

山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
や
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
上
で
提

供
さ
れ
る
市
町
村
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を

大
い
に
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
な
く
当
館
の
図
書
を
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
空
間

的
・
時
間
的
制
約
が
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ

に
よ
っ
て
払
拭
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
高
等
学
校
に
と
っ
て
は
、
自
校

の
図
書
館
と
同
じ
感
覚
で
当
館
の
蔵
書

が
検
索
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
県
立
高

等
学
校
図
書
室
が
生
徒
の
学
習
支
援

ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
今

以
上
に
有
効
な
「
学
習
の
場
」
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
環
境
も
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
現
状
で
は
、
地
方
振
興

局
か
ら
地
方
自
治
体
へ
、
あ
る
い
は

小
・
中
学
校
、
町
村
立
図
書
館
へ
の
接

続
状
況
を
考
え
る
と
き
、
「
岡
山
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
乗
り
入
れ
道
の
な
い �

�
�
�
�
�
�
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岡
山
県
読
書
大
会

　
岡
山
県
読
書
大
会
実
行
委
員

会
で
は
読
書
週
間
中
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
今
年
度
の
読
書
大
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

　
一
、
日
　
　
時

　
　
　
十
一
月
七
日
（
土
）

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時

　
二
、
会
　
　
場

　
　
　
高
梁
市
文
化
交
流
館

　
三
、
主
　
　
催

　
　
　
岡
山
県
読
書
大
会
実
行
委
員
会

　
四
、
実
践
発
表

　
　
　
鴨
方
読
書
会

　
　
　
た
か
は
し
朗
読
の
会

　
五
、
記
念
講
演

　
　
　
「
日
本
の
サ
ル
と

　
　
　
　
　
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
サ
ル
」

　
　
　
　
講
師
　
島
　
泰
三
　
氏

　
六
、
参
　
　
加

　
　
　
一
般
公
開
・
無
料

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
県
読
書
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
普
及
課
内
）

ま
で
。

　
電
話
番
号

　
　
（
〇
八
六
）
二
七
〇
│
二
六
七
一

おしらせ�

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

年
の
生
涯
を
と
じ
た
。

　
文
字
に
震
え
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

気
迫
に
は
見
る
者
に
息
を
飲
ま
せ
る
す

ご
さ
が
あ
る
。

　
寂
室
元
光
は
南
北
朝
時
代
の
臨
済
宗

の
僧
で
、
臨
済
宗
永
源
寺
派
の
開
祖
と

し
て
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
末
期
の
正

応
三
年
（
一
二
九
〇
）
美
作
国
高
田

（
現
勝
山
町
）
に
生
ま
れ
た
。

　
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
十
三
歳
の

時
出
家
し
た
寂
室
は
、
は
じ
め
京
都
東

む

い
し
ょ
う
げ
ん

福
寺
の
無
為
昭
元
に
師
事
し
、
や
が
て

や
く
お
う
と
っ
け
ん

鎌
倉
禅
興
寺
の
約
翁
徳
倹
の
門
に
入
っ

て
元
光
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。

　
徳
治
元
年
（
一
三
〇
六
）
徳
倹
が
京

都
建
仁
寺
に
招
か
れ
た
の
に
し
た
が
っ

て
京
都
に
移
り
、
京
都
で
は
、
元
か
ら

来
日
し
て
南
禅
寺
住
職
に
迎
え
ら
れ
て

い
っ
さ
ん
い
ち
ね
い

い
た
一
山
一
寧
に
も
師
事
し
て
鉄
船
の

法
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
禅
宗
教
団
の
原
形
は
中
国

に
求
め
ら
れ
る
が
、
中
国
で
は
南
宋
の

こ
ろ
、
禅
僧
た
ち
の
な
か
に
、
政
治
不

安
や
社
会
の
混
乱
か
ら
、
わ
が
国
に
逃

れ
る
者
が
あ
り
、
わ
が
国
で
も
上
流
武

士
た
ち
が
独
自
の
宗
教
を
求
め
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
例
え
ば
北
条
時
頼
に
招
か

む

が
く

そ
げ
ん

れ
て
大
休
正
念
や
無
学
祖
元
な
ど
が
来

$3
│
A

じ
ゃ
く
し
つ
げ
ん
こ
う

　
寂
室
元
光
　
Aら

ん
ぜ
ん

か
く

　
「
屋
後
の
青
山
　
檻
前
の
流
水
　
鶴

り
ん

そ
う

ふ

ゆ
う

じ

せ
き

り

く
う

林
の
双
趺
　
熊
耳
の
隻
履
　
又
是
れ
空

げ華
　
空
子
を
結
ぶ
」

せ
ん

げ

　
寂
室
元
光
が
遷
化
当
日
、
死
の
直
前

ゆ
い

げ

に
そ
の
境
地
を
記
し
た
遺
偈
（
永
源
寺

ら
っ
か
ん

蔵
・
重
要
文
化
財
）
で
あ
る
。
落
款
に

は
「
九
月
初
一
日
　
亡
僧
元
光
」
と
記

す
。
寂
室
元
光
は
貞
治
六
年
（
一
三
六

七
）
の
こ
の
日
、
九
月
一
日
に
七
十
八

日
し
た
。
ま
た
、
異
民
族
の
支
配
下
に

置
か
れ
た
元
の
時
代
に
は
、
多
く
の
学

芸
に
優
れ
た
禅
僧
た
ち
が
来
日
す
る
一

方
、
わ
が
国
内
で
も
中
国
文
化
に
憧
れ

て
中
国
へ
渡
る
僧
が
増
え
た
。
寂
室
元

光
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
寂
室
は
三
十
一
歳
の
元
応
二
年
（
一

ち
ゅ
う
ほ
う
み
ょ
う
ほ
ん

三
二
〇
）
中
峰
明
本
を
慕
っ
て
中
国
に

渡
り
、
中
峰
明
本
の
も
と
で
、
世
俗
か

い
ん
と
ん

ら
離
れ
、
清
貧
に
徹
す
る
隠
遁
の
禅
を

学
ん
だ
。
寂
室
の
名
前
は
明
本
か
ら
与

え
ら
れ
た
法
号
で
あ
る
。

寂室元光遺偈　滋賀県永源寺蔵　重要文化財

　
※
お
詫
び
と
訂
正

　
先
月
号
表
紙
へ
掲
載
の
、
灘
崎
町

中
央
図
書
館
紹
介
で
、
次
の
箇
所
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
誤
‥
「
遠
隔
地
区
の
小
学
生
を
対

象
に
し
た
図
書
館
へ
の
バ
ス
の

運
行
を
行
い
…
…
を
図
っ
て
い

る
」

　
正
‥
現
在
は
中
止
し
、
週
一
回
小

学
校
四
校（
分
校
一
含
む
）・
中

学
校
一
校
へ
の
巡
回
を
行
っ
て

い
る
。

・
誤
‥
電
話
（
〇
八
六
三
六
）
二
│
五
二
二
七

　
正
‥
電
話
（
〇
八
六
三
六
）
二
│
五
二
七
七
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フ
ァ
ン
の
記
憶
を
彷
彿
さ
せ
て
く
れ

る
。

　
付
録
に
「
出
場
校
一
覧
」
「
名
門
・

強
豪
校
徹
底
比
較
」
「
ベ
ス
ト
４
一

覧
」
「
年
度
別
甲
子
園
出
場
校
一
覧
」

と
い
っ
た
興
味
深
い
資
料
も
掲
載
し
て

い
る
。

◆
海
釣
り
大
事
典
（
服
部
善
郎
著
　
廣

済
堂
出
版
　
一
九
九
八
）

　
副
題
に
「
海
の
一
〇
〇
魚
種
を
釣
る

完
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
と
お
り
の
内
容
に
な
っ
て
い

る
。

　
ペ
ー
ジ
数
の
大
部
分
を
占
め
る
第
一

章
で
は
、
百
種
類
の
各
魚
種
毎
に
、
魚

の
特
徴
や
釣
り
方
、
装
備
や
仕
掛
け
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
大
き
な

図
や
写
真
を
た
く
さ
ん
使
い
、
わ
か
り

や
す
い
解
説
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
章
は
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ル
ー
ル
・
ブ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り
、
各

種
規
定
や
記
録
の
申
請
方
法
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
釣
り
船
の
釣
座
の
優
劣
」

や
「
釣
っ
た
魚
を
お
い
し
く
食
べ
る
方

法
」
と
い
っ
た
コ
ラ
ム
が
二
十
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
大
変
お
も
し
ろ
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

◇
備
南
地
域
の
地
方
史
講
座
４
　
ム
ル

デ
ル
・
た
た
ら
製
鉄
　
灘
崎
を
知
る
会

編
　
灘
崎
を
知
る
会
刊
　
一
九
九
八
　

七
一
頁

◇
牛
窓
町
史
　
資
料
編
３
　
近
代
・
現

代
　
牛
窓
町
史
編
纂
委
員
会
編
　
牛
窓

町
刊
　
一
九
九
八
　
一
三
六
八
頁

◇
早
島
の
歴
史
２
　
通
史
編
　
下
　
早

島
町
史
編
集
委
員
会
編
　
早
島
町
刊
　

一
九
九
八
　
四
一
三
頁

◇
む
か
し
高
野
　
高
野
小
学
校
　
高
野

小
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
担
当
編
　
津

山
市
立
高
野
小
学
校
刊
　
一
九
九
八
　

九
八
頁

◇
思
い
出
の
記
　
岡
山
県
西
大
寺
中
学

校
第
三
期
卒
業
五
〇
周
年
記
念
文
集
　

コ
ー
セ
イ
カ
ン
刊
　
一
九
九
八
　
一
二

二
頁

◇
玉
野
む
か
し
ち
ょ
っ
と
む
か
し
　
グ

ル
ー
プ
絵
本
の
友
文
　
森
節
子
絵
　
ア

ト
リ
エ
み
ず
ぐ
る
ま
刊
　
一
九
九
八
　

五
七
頁

◇
岡
山
の
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
　
山

陽
新
聞
社
刊
　
一
九
九
八
　
一
四
五
頁

◇
真
実
が
勝
っ
た
日
　
倉
敷
公
害
訴
訟

を
闘
っ
た
医
師
た
ち
の
記
録
　
「
真
実

が
勝
っ
た
日
」
刊
行
委
員
会
編
　
「
真

実
が
勝
っ
た
日
」
刊
行
委
員
会
刊
　
一

九
九
八
　
三
四
〇
頁

◇
岡
山
県
の
石
造
美
術
め
ぐ
り
　
無
言

の
主
に
そ
の
あ
り
様
を
訪
ね
る
　
小
出

公
大
著
　
創
文
社
刊
　
一
九
九
八
　
九

七
頁

◇
岡
山
弁
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
！
　
び
ー
ろ
く
シ

リ
ー
ズ
２
　
青
山
融
著
　
ア
ス
刊
　
一

九
九
八
　
二
七
八
頁

◇
お
夏
が
滝
　
奇
談
　
恋
浮
雲
研
究
会

編
　
笑
門
舎
華
遊
戯
作
　
恋
浮
雲
研
究

会
　
一
九
九
八
　
七
三
頁

◇
風
雪
　
春
夏
秋
冬
　
勝
山
町
戦
没
者

遺
族
会
事
務
局
編
　
勝
山
町
社
会
福
祉

協
議
会
刊
　
一
九
九
八
　
一
二
〇
頁

◇
金
蛍
　
煌
め
き
の
里
哲
多
町
　
栗
林

彗
著
　
哲
多
町
教
育
委
員
会
刊
　
一
九

九
八
　
四
〇
頁

◇
小
倉
魚
禾
日
本
画
展
　
高
梁
市
歴
史

美
術
館
開
館
一
周
年
記
念
　
高
梁
市
歴

史
美
術
館
編
　
高
梁
市
教
育
委
員
会
刊

一
九
九
八
　
四
五
頁

◇
岡
山
市
矢
藤
治
山
弥
生
墳
丘
墓
　
近

藤
義
郎
編
　
矢
藤
治
山
弥
生
墳
丘
墓
発

掘
調
査
団
刊
　
一
九
九
八
　
一
三
八
頁

◇
野
田
別
天
楼
作
品
集
　
川
崎
泰
編
　

川
崎
泰
刊
　
一
九
九
八
　
一
三
六
頁

◆
民
族
遊
戯
大
事
典
（
大
林
太
良
他
編

　
大
修
館
書
店
　
一
九
九
八
）

　
世
界
の
諸
民
族
に
伝
わ
る
遊
び
を
紹

介
し
た
事
典
。
子
供
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

遊
び
ば
か
り
で
は
な
く
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

や
少
数
民
族
に
伝
わ
っ
て
い
る
遊
び
ま

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
種
目
編
、
と
各
国
編
の
二
部
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

　
種
目
編
で
は
、
「
カ
ー
ド
」
や
「
競

走
」、「
男
女
の
交
遊
と
求
愛
」
と
い
っ

た
三
十
六
の
項
目
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
各
国
編
で
は
、
日
本
を
は
じ
め
世
界

百
八
ヵ
国
・
地
域
の
民
族
と
遊
び
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　
図
や
写
真
も
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、

読
み
や
す
い
事
典
で
あ
る
。

◆
高
校
野
球
　
甲
子
園
出
場
校
事
典

（
森
岡
浩
編
　
東
京
堂
出
版
　
一
九
九

八
）

　
昭
和
四
十
年
以
降
に
甲
子
園
に
出
場

し
た
学
校
の
う
ち
、
①
決
勝
戦
進
出
校

　
②
春
夏
通
算
四
回
以
上
出
場
し
た
学

校
　
③
春
夏
通
算
二
回
以
上
出
場
し
、

五
試
合
以
上
の
戦
績
の
あ
る
学
校
　
の

い
ず
れ
か
の
基
準
を
満
た
す
か
、
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
三
百
五
十
四
校
を
収
録

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
岡
山
県
の
学
校

は
、
八
校
の
収
録
が
あ
る
。

　
「
歴
史
」
「
戦
績
」
「
記
憶
に
残
る

名
勝
負
」
「
出
身
Ｏ
Ｂ
」
と
い
っ
た
内

容
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
高
校
野
球

(7

の
参
考
図
書�

新
着
郷
土
資
料
紹
介
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友
の
会
だ
よ
り

文
化
財
め
ぐ
り
　
　
　
　
　

　
参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
〝
前
島
を
歩
き
ま
し
ょ
う
〞

　
今
年
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
次
の
と
お

り
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
記

一
、
期
　
　
日

　
　
平
成
十
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）

二
、
行
　
　
先

　
　
邑
久
郡
牛
窓
町
　
本
蓮
寺

　
　
前
島
　
石
切
り
丁
場
跡

三
、
講
　
　
師

　
　
若
松
挙
史
氏

　
　
（
牛
窓
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

四
、
募
集
定
員

　
　
四
十
名
程
度

五
、
参

加

費

　
　
六
千
円
程
度
（
昼
食
付
き
）

六
、
申
込
期
限

　
　
平
成
十
年
十
月
三
十
日
（
金
）

七
、
申
込
方
法

　
　
直
接
電
話
で
本
人
が
会
員
番
号
氏

名
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
友
の
会
事
務
局

　
　
（
〇
八
六
）
二
二
四
│
一
二
八
六

　
倉
敷
市
児
島
の
景
勝
地
「
鷲
羽
山
」

の
頂
上
付
近
に
、
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
平
賀
元
義
の
歌
碑
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
眞
委
敷
田
土
浦
波
既

見
次
二
行
將
見
永
久
之
山
（
ま
ぐ
は
し

き
田
土
の
浦
は
す
で
に
見
つ
次
に
行
き

見
ん
永
久
の
山
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
ま
ぐ
は
し
」
は
古
語
で
「
美
し

い
」
、
「
う
る
わ
し
い
」
の
意
で
あ
る

と
の
丁
寧
な
説
明
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
場
所
に
は
、

瀬
戸
内
海
の
素
晴
し
い

展
望
を
楽
し
む
た
め
に

何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
も
の
の
、
歌
碑
の

存
在
に
気
付
い
た
の
は

私
が
佛
教
大
学
の
国
文

学
科
に
学
び
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を

探
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
岡
山
県

出
身
の
万
葉
調
歌
人
の
存
在
を
知
っ
た

こ
と
と
、
歌
風
の
お
お
ら
か
さ
に
魅
力

を
感
じ
た
私
は
、
早
速
図
書
館
を
訪
ね

た
。
図
書
館
と
の
か
か
わ
り
は
こ
の
辺

り
か
ら
一
層
強
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

に
思
う
。
以
前
か
ら
司
書
資
格
取
得
の

勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
調
査
や
研

究
、
資
料
探
し
等
図
書
館
を
利
用
す
る

際
に
大
変
役
に
立
っ
た
。
同
時
に
、
図

書
館
本
来
の
利
用
方
法
と
し
て
は
、
こ

ち
ら
の
方
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　
一
方
、
テ
ー
マ
を
調
査
・
研
究
す
る

の
に
使
用
す
る
基
本
的
な
図
書
は
、
手

ひ
も
と

元
に
お
い
て
繰
返
し
繙
く
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
の
だ
が
、
絶

版
で
書
店
に
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
こ

で
、
東
京
出
張
の
際
は
出
来
る
限
り
時

間
を
と
っ
て
神
田
神
保
町
の
古
書
店
巡

り
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
々
の
専
門

分
野
で
店
が
構
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

本
の
知
識
が
豊
富
で
自
信
を
持
っ
て
ガ

イ
ダ
ン
ス
し
て
く
れ
た
店
員
の
熱
心
な

態
度
は
今
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
ま

た
、
古
書
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
こ
の

業
界
の
奥
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出

来
た
。
古
書
店
巡
り
を
し
て
い
て
、
お

目
あ
て
の
図
書
に
出
会
っ
た
時
は
宝
物

を
手
に
し
た
少
年
の
よ
う
で
胸
が
わ
く

わ
く
し
た
。
あ
る
時
、
文
庫
専
門
の
古

書
店
で
斎
藤
茂
吉
・
杉
鮫
太
郎
編
註

「
平
賀
元
義
歌
集
」
岩
波
書
店
発
行

（
昭
和
十
三
年
刊
）
を
見
つ
け
た
時
の

喜
び
は
、
今
も
新
鮮
な
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
る
。

　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
「
平
賀
文
庫
」
の
元
義
自

筆
原
稿
は
、
原
典
を
播
く
必
要
が
生
じ

る
度
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

う
し
た
郷
土
資
料
保
存
の
重
要
性
・
価

値
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
利
用
に
際
し
て
面
倒
な

手
続
き
を
す
る
こ
と
な
く
閲
覧
す
る
こ

と
が
出
来
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
さ
て
、
鉄
鋼
会
社
の
情
報
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
る
私
は
、
ふ
と

し
た
ご
縁
で
早
島
町
立
図
書
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
町
制
施
行
百

周
年
記
念
事
業
）
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
現
在
は
先
達
の
方
々
の
御
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
公
共
図
書
館
の

あ
り
方
を
追
究
し
、
具
体
化
す
る
こ
と

に
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
。
目
標
と
す

る
と
こ
ろ
は
「
人
に
や

さ
し
い
、
利
用
し
易
い

図
書
館
」
で
あ
る
。
書

架
の
デ
ザ
イ
ン
（
展
示

型
・
コ
ン
パ
ク
ト
で

キ
ャ
パ
の
高
い
書

架
）
、
図
書
の
排
架
に

は
特
段
の
配
慮
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
情
報
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て

も
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
を
含

め
検
討
し
て
い
る
。

　
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
は
、
日
常

生
活
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
図
書
館

が
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に

も
岡
山
県
内
の
図
書
館
（
大
学
を
含

む
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
図
ら
れ
、
よ
り
一
層
の
流
通
の
迅
速

化
（
情
報
お
よ
び
図
書
の
搬
送
）
が
一

日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
。
　
（
早
島
町
立
図
書
館
長
）

「
人
に
や
さ
し
い
図
書
館
」

　
　
　
　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

渡
　
部
　
秀
　
人
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期　　　日



10／27～11／１




11／３～11／８



11／10～11／15


11／17～11／22



11／24～11／29

催　　　　　　　物

公　募
第20回　玄　画　会　展　覧　会

第17回　春陽会瀬戸内作家展
第８回　白 日 会 岡 山 支 部 展 
第11回　水 墨 画 虎 杖 会 展
第９回　日本画朱のグループ展
第34回　岡　山　彫　刻　会　展
第22回岡山県高等学校総合文化祭書道部門
第12回　岡山県高校生書道展覧会
日 本 写 真 会　第 71 回 全 国 展

第48回　岡山県勤労者美術展

第35回　岡 山 県 書 道 協 会 展
第９回　創　　　　彩　　　　展
第16回　ODA(岡山デザイナーズ協会)展
新　　　紀　　　会　　　展

入　場　料
一　般　500円
会員・老人・高校
生以下　　無　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料

主　　　催　　　者

玄 画 会 

丘 陽 会 
白 日 会 岡 山 支 部 
水 墨 画 虎 杖 会 
朱 の グ ル ー プ 
岡 山 彫 刻 会 
岡 山 県 高 芸 連 書 道 部 会
（岡山県高校書道連盟）
日 本 写 真 会 岡 山 支 部

7岡山県勤労者福祉協議会

岡 山 県 書 道 協 会
創 彩 会
岡 山 デ ザ イ ナ ー ズ 協 会
新 紀 会

展 示 室

第１展示室

第２展示室
第２展示室
第１展示室
第１展示室
第２展示室

第１展示室

第２展示室
第１展示室
第２展示室
第１展示室
第１展示室
第２展示室
第２展示室

　平成10年�
11 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員

▼ホール（固定席282席）

※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です

▼ギャラリー�

◇催物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。

日(曜)
�

10／31G
11／１A

11／７g

11／８a

11／15a

11／21g
11／22a

11／28G
11／29A

催　　　　　　　物

第296回　文化センター土曜劇場�
CARATプロジェクトカンパニー公演�

（道　化　の　華）�

O T Sシンフォニーコンサート 

ピアノ発表会(Little Piano Concert)
第39回　中学生ライシャワーカップ
ス ピ ー チ コ ン テ ス ト 
ラ イ ブ
合 同 ピ ア ノ 発 表 会
第297回　文化センター土曜劇場�
劇団：銀仮面団公演�

（青 春 巌 流 島）�

時　　間
�

18：00～20：30�
13：00～15：30�



16：00～18：00

13：00～16：00

９：30～17：00

10：00～16：00
13：00～16：00
14：00～16：00�
18：30～20：30�
14：00～16：00

入　場　料
前一般 1,500�
　学生 1,000�
当一般 1,800�
　学生 1,200�
会員無料�

無　　料

無　　料

───

無　　料
無　　料
前一般 1,500�
当一般 2,000�
会員無料�

主　　催　　者
�

岡 山 県 総 合 文 化 セ ン タ ー �

O T Sコンサート実行委員会 
岡山県小学校教育研究会音楽部会
リ ト ル ピ ア ノ コ ン サ ー ト

7 日 米 文 化 協 会

軽 音 ブ ル ー ス
合 同 ピ ア ノ 発 表 会

岡 山 県 総 合 文 化 セ ン タ ー �
�

▼
「
世
界
お
話
の
旅
」
ブ

ラ
ジ
ル
編
を
九
月
二
十
六

日
g
に
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
エ
リ
ゼ
ッ
テ
・
和

美
・
渡
辺
さ
ん
を
迎
え
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
歌
や
言
葉
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
で
子
供
た
ち
は

「
エ
ス
ク
ラ
ボ
ス
・
デ
・

ジ
ョ
」
と
い
う
手
遊
び
に
挑
戦
し
て
み

ま
し
た
。
や
さ
し
い
お
姉
さ
ん
の
よ
う

な
エ
リ
ゼ
ッ
テ

さ
ん
と
楽
し
い

時
間
を
す
ご
し

て
、
子
供
た
ち

が
絵
本
や
ブ
ラ

ジ
ル
と
い
う
国

に
親
し
み
を
も

つ
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
と
願
い

ま
す
。

▼
九
月
三
十
日
に
《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ

岡
山
・
彫
刻
選
抜
》
展
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。（
会
期
は
十
月
十
一
日
ま
で
）

素
材
を
木
・
石
・
金
属
に
限
定
し
た
彫

刻
作
品
を
展
示

す
る
と
い
う
こ

の
企
画
展
は
、

今
ま
で
に
例
の

な
い
初
め
て
の

試
み
で
、
各
作

家
の
力
作
は
好

評
で
し
た
。
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